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今
回
取
り
上
げ
る
「 
川  
面 
」
は
、

か
わ 

も

現
在
の
高
梁
市
川
面
町
で
高
梁
川

の
左
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
上

流
の
広
瀬
地
区
の
付
近
か
ら
下
流

の
川
面
市
場
・
鳴
戸
付
近
に
か
け

て
高
梁
川
が
吉
備
高
原
の
山
々
を

浸
食
し
、 

穿 
せ
ん 

入 
に
ゅ
う 

蛇  
行 
し
て
流
れ
、

だ 

こ
う

左
岸
の
河
成
段
丘
上
に
人
口
が
集

中
す
る
地
域
を
中
心
に
、
山
間
部

の 
八  
石 
、 

家  
地 
、 

鴨  
谷 
、
中
田
、

は
ち 
こ
く 

け 

じ 

か
も 
だ
に

 
桐  
山 
、
高
田
、 

井  
才 
な
ど
の
地
区

き
り 
や
ま 

い 

さ
い

で
構
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
な
の
で

す
。
吉
備
高
原
上
に
あ
る
中
山
、

井
才
付
近
一
帯
は
、
昔
浅
い
海
だ

っ
た
の
が
隆
起
し
た
こ
と
を
物
語

る
新
生
代
第
三
紀
中
新
生
（
約
二

六
〇
〇
万
年
前
）
の
代
表
的
な 
示 し

 
準 

じ
ゅ
ん 

化  
石 
と
い
わ
れ
る
、
ウ
ミ
ニ
ナ

か 

せ
き

の
仲
間
で
ビ
カ
リ
ア
と
い
う
巻
き

貝
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

中
世
に
な
っ
て
「
河
面
」
の
地

名
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
備
中
兵
乱
記
」
に
も
松
山

へ
の
通
路
と
し
て
「
河
面
」
が
書

か
れ
「
芸
陣
薙
麦
事
附
松
山
勢
心

替
之
の
事
」
の
中
に
「
天
正
三
年

（
一
五
七
五
）四
月
七
日
松
山
城
よ

り
北
西
に
あ
た
る
「
河
面
」
の
寺

山
城
に
総
陣
を
移
し
た
毛
利
勢
が

巨
瀬
東
西
の
麦
を 
薙 
い
で
い
る
」

な

な
ど
と
書
か
れ
、
戦
国
以
降
の
郷

帳
類
に
も
「
河
面
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

「
備
中
兵
乱
記
」に
出
て
い
る
寺

山
城
は
、
市
場
集
落
北
方
の
四
つ

の
峰
を
中
心
に
城
跡
が
残
っ
て
い

て
現
在
も
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
て
い
る
中
世
の
山
城

で
、
当
時
の
縄
張
り
が
残
り
、 

主 
し
ゅ

 
郭 
、
西
の
丸
、
東
の
丸
、
馬
場
な

か
くど

や
当
時
の
土
木
工
事
を
語
る 
腰 

こ
し

 
曲 

ぐ
る 

輪 （
郭
）や

わ

、
複
数
の 
堀  
切 
、 

切 

ほ
り 
き
り 

き
り

 
岸 
な
ど
の 
痕  
跡 
が
東
西
南
北
二
�

ぎ
し 

こ
ん 
せ
き

以
上
に
渡
っ
て
寺
山（ 
城 
山
）山
頂

し
ろ

に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
史
跡
な

の
で
す
。
こ
の
砦
は
室
町
初
期
の

応
永
年
間（
一
三
九
四
〜
一
四
二

八
）四
国
か
ら
来
た 
三 み 
好 

よ
し 

阿  
波 

あ 

わ 
守 

の
か
み

 
尊  
春 
が
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

た
か 
は
る

 
嘉  
吉 
元
年（
一
四
四
一
）落
城
し
、

か 

き
つ

尊
春
も
敗
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
室
町
時
代
の

終
り
か
ら
安
土
桃
山
時
代
の
頃
に

松
山
城
の
支
城
と
な
っ
た
ら
し

く
、
天
正
三
年（
一
五
七
五
）四
月

七
日
備
中
兵
乱
の
時
、
城
主
で
あ

っ
た
杉
三
郎
兵
衛
は
、
三
村
方
に

つ
い
て
毛
利
軍
と
戦
っ
た
が
、
毛

利
方
の
小
早
川
隆
景
に
よ
っ
て
落

城
し
た
た
め
松
山
城
に 
籠 
ろ
う 

城 
し
、

じ
ょ
う

そ
の
後
、
毛
利
方
は
天
正
三
年
五

月
二
七
日
陣
を
寺
山
城
へ
移
し

て
、
古
瀬
一
帯
の
麦
を 
薙 
っ
た

か

（「
前
掲
書
」）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
山
の
ふ
も
と
の 
田  
路  
迫 
に
は

た 

じ 

さ
こ

三
好
尊
春
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る

曹
洞
宗 
吉 
き
ち 

祥 
じ
ょ
う 

寺 
が
あ
り
ま
す
。
三

じ

好
尊
春
の
位
牌
が
祭
ら
れ
、
法
名

は
「 
吉 
き
ち 

祥 
じ
ょ
う 

寺  
殿  
傑  
叟  
是  
雄  
大  
禅 

じ 

で
ん 
け
つ 
そ
う 

ぜ 

ゆ
う 
だ
い 
ぜ
ん 

定 
じ
ょ
う

 
門 
」
と
な
っ
て
い
て
寺
名
に
も
な

も
んっ

て
い
ま
す
。
寺
山
の
ふ
も
と
の

集
落
は
、
こ
の
城
を
中
心
と
し
た

小
さ
な
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た

の
で
し
ょ
う
。

　

近
世
に
な
っ
て
「
川
面
」
の
市

場
地
区
は
川
船
交
通
の 
川  
湊 
と
し

か
わ 

と

て
発
達
し
ま
し
た
。
生
産
物
の 
交 

こ
う

 
易 
場
所
と
し
て
の
谷
口
集
落
で
も

え
きあ

り
ま
し
た
。
ま
た
新
見
往
来
の

本
道
が
津
和
谷
か
ら
市
場
を
通
り

北
の
秋
葉
峠
を
越
え
て 
西  
方 
村

に
し 
が
た

（
現
・
中
井
町
）
へ
と
通
り
、
副

道
も
川
面
で
別
れ
田
井
村
（
現
・

高
倉
町
）
へ
渡
っ
て 
高  
谷 
か
ら
山

こ
う 
だ
に

間
を
北
上
し
て
い
て
、
交
通
の
要

衝
で
し
た
。
上
房
郡
の
う
ち
の
川

面
（
河
面
）
村
と
し
て
、
江
戸
初

期
の
石
高
は
「
正
保
郷
帳
」
に
よ

る
と
河
面
村
五
七
一
石
余
り
、
古

瀬 
杉  
分 
村
五
六
四
石
余
と
な
っ
て

す
ぎ 
ぶ
ん

い
ま
す
。
幕
末
の
「
天
保
郷
帳
」

で
は
、杉
分
村
も
一
緒
に
な
り「
川

面
村
」
と
し
て
二
一
三
四
石
余
と

記
録
し
て
い
ま
す
。

　

「
川
面
村
」
東
西
二
里
余
、
南

北
二
里
半
余
、
小
名
に
原
手
、
鴨

谷
、
鳴
渡
、
板
分（
杉
分
？
）、
茶

屋
を
あ
げ
て
枝
郷
と
し
て
八
石
、

広
瀬
、
津
和
谷
、
そ
し
て
特
産
物

は
西
条
つ
る
し
柿
を
記
し
て
い
ま

す
（「
備
中
誌
」）。

　
 
産  
土  
神 
は
大
元
八
幡
神
社
で

う
ぶ 
す
な 
が
み

 
貞 

じ
ょ
う

 
観 
元
年
（
八
九
五
）
創
立
と
伝
え

が
ん

ら
れ
て
い
て
、「
吉
備
津
神
社
文

書
」
の
「
上
房
郡
祭
礼 
日  
限 
注
文
」

ひ 

ぎ
り

（「
岡
山
県
古
文
書
集
」）
に
「
河

面
村
大
元
八
幡
御
祭
八
月
二
五

日
、
神
主　

大
本
大
夫　

大
元
八

幡
宮
ト
申
テ
大
社
也
」
と
記
録
さ

れ
、
中
世
に
は
巨
勢
庄
の
総
鎮
守

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
古
社
な
の
で

す
。

　

「
川
面
」と
い
う
地
名
は
県
内
に

多
く
、
い
ず
れ
も
川
に
関
す
る
も

の
で
、
川
（
カ
ハ
）
面
（
オ
モ
テ
）

は
「
川
の
そ
ば
」
を
表
す
地
名
で

昔
か
ら
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
り
、

魚
業
や
高
瀬
舟
の
港
で
栄
え
て
い

た
り
な
ど
、
高
梁
川
と
関
係
の
深

い
地
域
を
表
す
地
名
な
の
で
あ
り

ま
す
。（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

三
十
九　

川　

面

対岸から川面遠望・右後方の
４つの峰が寺山城趾
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成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイ
ツ星原→鶴鳴保育園→市営栄
町住宅→妙見町堀江宅横→雇
用促進住宅→黒川商店（日名
地区）→枝中央地区→成美保
育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・
山本地区→小泉・東地区→布
寄小学校→中野・迫地区→吹
屋保育園→吹屋小学校→向井
商店（坂本地区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

高梁中央図書館 ��２９１２

毎週木曜日の午後
４日�，１１日�，１２日�，１７日�，２５日�

開館時間

　おいしそうな鯨の刺身。で
も、「食べてはいけない？」な
ぜ、それを食べないのか。食べ
られるはずなのに、食べないと
はどういうことか。世界を食べ
て歩く著者が、「食べてはいけ
ない」から見えてくる「食の世
界」を語る。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１９日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２２日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２６日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２９日�

一般書

食べてはいけない！
森枝卓士：著
白水社

2 月 12 日（火）　2月 26日（火）

　「しつけ糸をとらずに着物を
着ると死ぬ」など日本には昔
から言い伝えられている怖い
迷信がいっぱいある。その由
来を説き明かし、日本人の本
当の心や暮らしを探る。

児童書

イラスト日本の迷信・
妖怪事典
高村忠範：文・絵
汐文社

休館日

9：00～ 17：00

おりがみあそび「おに」２日�

ビデオ「つるのおんがえし」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

９日�

きりがみあそび「動物とさくらんぼ」１６日�

ひなまつり会
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

２３日�

�� 月月

毎週月曜日休館日

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

夜叉桜
あさのあつこ：著
光文社

　「生きるという、ただそれだけのことが何故にこ

うも不自由なのかと、思うことがございます」江戸

の町で、女郎が次 と々殺されていく。誰が、何のた

めに？切れ者ゆえに世にいら立つ若き同心・信次

郎は、被害者の一人が挿していた 簪 が、元暗殺者
かんざし

の小間物問屋主人・清之介の店『遠野屋』で売ら

れていたことを知る。因縁ある二人が交差したと

き、市井の人 が々おのおの隠し抱えていた過去が

徐 に々明かされていく。生き抜く哀しさを、人は歓

びに変えることができるのか？


